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「フ
ラ
ン
ス
の
自
治
体
に

学
ぶ
」 

 

市
町
村
と
都
道
府
県
と
の
役

割
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
。
あ
る
方
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
学

ぶ
よ
う
に
と
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

「
自
治
体
は
、
自
分
の
暮
ら

し
の
た
め
に
住
民
自
身
が
つ
く
る

も
の
、
規
模
は
小
さ
い
の
が
当
然

で
、
県
は
そ
れ
ら
を
助
け
る
の
が

仕
事
の
基
本
」
。 

そ
う
い
え
ば
知
人
が
、
ブ
ロ

グ
に
書
い
て
い
ま
し
た
。
「
フ
ラ

ン
ス
の
自
治
体
数
は
３
６
５
０

０
」
「
パ
リ
は
人
口
２
２
０
万
都

市
で
す
が
」
「
人
口
５
万
人
以
上

の
自
治
体
は
１
１
２
し
か
な
く
、

人

口

７

０

０

人

未

満
・
・
が

67
・
６
％
」
。
国
は
合
併
さ
せ

た
が
っ
て
い
る
が
「
住
民
が
そ
れ

を
許
さ
な
い
」
。 

「
県
は
海
外
も
含
め
て
99
あ

り
」
「
さ
ら
に
22
の
グ
ル
ー
プ

の
地
域
議
会
」
を
つ
く
っ
て
い

る
。 日

本

で

は
「
関

西

州
」
な

ど
、
巨
大
化
ば
か
り
が
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
本
当
に
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
を
正
面
か
ら

取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
「
構
造
改

革
」
型
道
州
制
に
、
し
っ
か
り
対

案
を
示
し
た
い
。
（
Ｉ
） 

厳
し
く
し
て
、
対
象
家
庭
を
５
万
３

千
人
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

ま
た
、
重
度
障
害
者
医
療
助
成

も
、
現
在
の
４
万
５
千
人
か
ら
約
９

百
人
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
学
助
成
に
つ
い
て
も
、
「
段
階

的
に
縮
減
を
図
る
」
と
し
て

８
年
で
11
億
円
の
予
算
を
削

る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
「
行
革
」
で
、
約
10
年
で

半
分
近
く
に
削
減
さ
れ
て
い

る
の
を
さ
ら
に
カ
ッ
ト
す
る

計
画
で
す
。 

「
失
政
」
の
ツ
ケ
を
県
民

に
押
し
付
け 

 
兵
庫
県
で
は
、
就
業
人
口

が
増
え
て
い
る
の
に
、
正
規

雇
用
が
15
年
前
か
ら
約
24
万

人
も
減
っ
て
い
ま
す
。
「
新

行
革
プ
ラ
ン
」
で
、
非
正
規

雇
用
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
増
や
し
、
福
祉
、
医
療

の
削
減
で
景
気
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
失
政
に
反
省
な

く
、
そ
の
ツ
ケ
を
県
民
に
押

し
付
け
る
「
県
行
革
」
な
ど

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

子
ど
も
医
療
費
助
成
５
万
人
を

対
象
外
に 

「
素
案
」
は
、
若
い
世
代
の
「
安

心
し
て
子
育
て
し
た
い
」
の
願
い
と

県
民
の
運
動
で
広
が
っ
た
、
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を

 

新
行
革
プ
ラ
ン
の
３
年
目
の
「
見
直
し
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
兵
庫
県

が
、
「
第
２
次
新
行
革
プ
ラ
ン
」
（
素
案
）
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
、
拡
充
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
３
ま
で
の
入
院
医
療
費
助
成
を

含
む
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
を
し
ぼ
り

こ
む
も
の
。
さ
ら
に
、
私
学
助
成
の
削
減
、
県
立
大
学
の
法
人
化
、
重
症
心

身
障
害
児
施
設
へ
の
交
付
金
カ
ッ
ト
、
い
っ
そ
う
の
県
職
員
と
人
件
費
の

カ
ッ
ト
な
ど
、
ま
た
し
て
も
県
民
い
じ
め
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。 

尼
崎
医
療
生
協
病
院 

 

冨
永
弘
久
小
児
科
医
師 

雇
用
の
不
安
定
化
な
ど
、
働
く
世

代
の
生
活
は
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
「
第
２
次
新
行
革
プ
ラ
ン
」
で

は
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
も
41
万
人
か
ら
35
万
人
へ

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
き

び
し
い
経
済
状
況
の
下
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
は
拡
充
こ
そ
必
要
で
、
今
回

の
見
直
し
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会 

井
上
義
治
事
務
局
長 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
今
年
１

月
の
国
と
違
憲
訴
訟
団
の
「
廃
止
合

意
」
に
よ
り
、
新
た
な
法
制
度
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
廃

止
す
べ
き
法
律
に
基
づ
い
て
、
ま
た

も
所
得
制
限
を
強
め
、
制
度
利
用
対

象
者
を
極
力
少
な
く
す
る
今
回
の
見

直
し
案
は
、
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
障
害
者
を
理
由
に
乳
幼

児
や
子
ど
も
ま
で
抑
え
込
む
こ
と

は
、
人
に
対
す
る
や
さ
し
さ
の
か
け

ら
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

「
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
切
実

な
願
い
、
怒
り
の
声 

 
 
 

「
公
共
事
業
に
お
金
か
け
す
ぎ
！
地

域
に
お
金
を
か
け
て
」
（
須
磨
区

20
代
）
、
「
塚
口
病
院
が
な
く
な

る
と
不
安
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
へ
の
補

助
に
腹
が
た
つ
」

（
尼
崎
60
代
）
、

「
小
児
の
予
防
接
種

助
成
を
早
く
」
（
神

戸
30
代
） 

 

（写真上）１㎞に１１０億

円 の 東 播 磨 南 北 道 路、

（右）７０億円もつぎ込ん

だが船が来ず「釣り堀」と

化した淡路交流の翼港 



兵
庫
の
教
育
を
よ
く
す
る
県
民
会

議
は
11
月
13
日
、
「
学
区
拡
大
反

対
！
地
域
交
流
集
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
集
会
で
は
、
県
教
育
委
員
会
が

進
め
て
い
る
公
立
高
校
の
「
学
区
拡

大
」
に
「
反
対
の
声
を
上
げ
て
い

る
」
地
域
の
と
り
く
み
が
生
き
生
き

と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。 

明
石
か
ら
は
、
「
総
合
選
抜
制
を

守
れ
」
の
運
動
の
中
で
「
明
石
の
子

は
明
石
で
育
て
る
」
と
の
考
え
方
が

定
着
し
て
お
り
、
高
教
組
と
全
教
明

石
の
出
し
た
請
願
に
１
人
を
除
い
て

全
議
員
が
賛
成
し
、
「
学
区
拡
大
反

対
」
の
意
見
書
が
県

教
委
に
送
ら
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 

 
但
馬
で
は
、
「
但

馬

の

高

校

を

守

る

会
」
が
「
北

但
、
南

但

学

区

の

統

合

反

対
、
連
携
校
方
式
を

守
れ
」
の
ビ
ラ
宣
伝

と
署
名
運
動
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
こ
の

動
き
を
受
け
、
地
域

の
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

が
独
自
の
署
名
運
動

を
展
開
し
、
新
温
泉

町
と
養
父
市
で
は
人

口
の
６
割
を
超
え
る

署
名
が
集
ま
る
な
ど

但
馬
全
域
に
運
動
が

広
が
る
中
、
豊
岡
市

で
も
「
学
区
拡
大
に

賛
成
」
で
あ
っ
た
市

長

が
「
反

対
」
を

表

明
、
但
馬
３
市
２
町

で
県
教
委
に
要
請
に

出
向
き
、
ま
た
、
全
議
会
か
ら
反
対

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

自
治
体
へ
の
意
見
書
請
願
運
動

を
強
め
よ
う 

 

県
教
委
は
「
地
域
の
意
見
を
踏
ま

え
て
検
討
」
「
拙
速
を
避
け
十
分
に

議
論
す
る
」
と
表
明
し
、
当
初
秋
に

計
画
し
て
い
た
「
検
討
委
員
会
答
申

素
案
」
の
発
表
は
未
だ
あ
り
ま
せ

ん
。 阪

神
間
な
ど
都
市
部
に
お
い
て

は
、
根
強
い
「
競
争
神
話
」
に
よ
り

請
願
が
否
決
さ
れ
る
状
況
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
県
教
委
は
、
来
年
の
一

斉
地
方
選
の
後
に
「
素
案
」
を
発
表

す
る
可
能
性
も
あ
り
、
12
月
議
会
で

多
く
の
自
治
体
の
請

願
採
択
を
か
ち
と
ろ

う
と
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会
は
、

11
月
15
日
、
16
日
、
地
域
経
済
・

地
域
社
会
を
支
え
る
中
小
業
者
施

策
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
、
兵
庫

県
各
部
局
な
ど
10
ヵ
所
と
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。 

秘
書
課
（
知
事
要
請
）
、
産
業

労
働
部
長
、
地
域
金
融
室
な
ど

に
、
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
中

小
企
業
憲
章
を
施
策
に
生
か
し
、

中
小
業
者
へ
の
支
援
策
を
訴
え
ま

し
た
。 

須磨区の会 拡大世話人会開く 

地域要求掘りおこし、希望につなげる  
 須磨区の会は１１月１３日（土）午後、拡大世話人会を開き

ました。最初に日本共産党県議団の児玉事務局長が井戸県政の

現状報告を行いました。。 

続いて、田中耕太郎「憲法県政の会」代表幹事が「ウィーラ

ブ兵庫④」の内容にも触れながら、兵庫県が「新行革プラン」

で、さらなる福祉、教育の削減を進めようとしていることに対

して、住民要求をもとに、憲法を生

かしてどのように活動をすすめたら

いいか、地域の会の大きな役割も含

めて話をしました。 

 参加者の討論では、須磨地域の要

求では何が大きな問題になっている

のか、国と県の悪政を批判するだけ

でなく、希望がもてるようにどうす

ればいいのか、いっせい地方選で

も、そういう世論をもりあげる必要

があると意見が出されました。「憲

法県政の会」の県民アンケートの生

かし方についても討論がされまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ウィーラブ兵庫」を使った  

 学習会を開こう 

「
近
く
の
高
校
で
し
っ
か
り
学
び
た
い
」 

 

遠
距
離
・長
時
間
通
学
を
強
い
る｢

学
区
拡 

 

 

大｣

を
や
め
さ
せ
よ
う
と
地
域
交
流
集
会 

 １１月１３日「学区拡大反対！地域交流集会」 

 
 

地
域
さ
さ
え
る
中
小
業
者
に
も
っ
と
支
援
を 

 
 
 
 

 
 
 

兵
商
連
が
県
産
業
労
働
部
長
な
ど
へ
要
請
行
動 

産業労働部長に「住宅リフォーム助成を被

災者支援と仕事起こし、地域経済活性化の

立場から創設を」と訴え  


